
植 物
花：コショウノキ、ヒサカキ、アセビ、ウグイスカグラ
つぼみ：クロモジ

昆虫類
成虫：ホソヘリカメムシ
幼虫：ツキワクチバ、クワゴマダラヒトリ
卵：オオカマキリ、ヒナカマキリ、ナナホシテントウ

両生類 セトウチサンショウウオ（成体、卵塊）
ニホンアカガエル（幼体）

鳥 類 コゲラ、イソヒヨドリ、ハシボソガラス
ウグイス（鳴き声）

今日の生きもの ※同定中のものも含む

天 気：晴れ
参加者：46名2026年3 月15 日（日）

森の手入れ
・樹名札づくり（焼き板づくり）

・バイオネストづくり・丸太イスづくり

自由活動
やりたいことがあれば、お気軽にご相談ください。

昼食 たけのこご飯、みそ汁
※参加人数等により内容を変更する可能性あり。

次回の活動予定 4月15日（日）

もりかつレポート

来年度（2026年度）の活動について

事務局が作成した年間の活動計画に基づいて協議。

日程の変更を提案し、了承を得た（4月18日（土）

→19日（日）、2027年3月14日（日）→13日（土）に

変更）。計画案を修正し、別途共有。

■ 森の手入れの記録

草木染め

ソヨゴの樹皮を使った染色

にトライ。葉を使ったとき

は赤系の色でしたが、今回

は赤みがかった黄色に染ま

りました。

生きもの調査

2カ所の池を調査。目当て

のカエル類の卵は発見でき

ず。昆虫類や魚類を観察し

ました。

■ 午後の活動

■ ミーティングの記録

樹林の手入れ

子どもたちが安全に遊べる森を目指して樹林を手

入れ。樹木の伐り方を教わった後、林内で樹木を

伐採し、ササを地際から刈り取りました。見通し

がよくなり、歩きやすい範囲が拡大。道をつける

場所を選定し、ルート上のササ刈りも進めました。

磨く前後で色の違いがくっきり

樹名札づくり（焼き板づくり）

園内の樹木につけていくため樹名札づくり。長持

ちするように材料のスギ板を焼き板に加工。バー

ナーを使って表面を丁寧に炭化させたあと、焼け

た部分をすべて剥がさないよう気を付けながら、

たわしで磨きました。

焼き残しがないように丁寧に

里山の春のにおい（ヒサカキ）

適度な距離間で作業 ソヨゴの枝を伐採中

お昼ごはん

・ジビエハヤシライス

・焼きシイタケ

・焼きリンゴ

・ヒサカキ茶

植生管理（草刈り）

駐車場のゲート付近で草刈りを実施。ユウスゲや

キキョウなどが咲く草原を目指して手入れを続け

ています。鎌や両手ばさみなどを使ってススキや

チガヤをを刈り取り。富栄養化を防ぐために刈っ

た草は持ち出しました。

背丈以上のススキを刈り取り 刈る人と集める人とで役割分担

コショウノキ
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